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プロフィール
1969年生まれ。デザイナーとしてしばらく従事
した後、グラフィックペイントボックスに魅了され、
画像処理のノウハウを修得。1994年 Power Mac 

8100発売を機に独立。1998年クリーチャー設立。
現在、広告写真制作を中心に、6名のスタッフと
多忙な毎日を過ごす

プロフェッショナルが語る
Adobe Photoshop CS2
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〔Four Roses：外箱〕 
3DCG+Pohotoshopで制作

グラフィックペイントボックスから始まり、14年のキャリアを持つ

画像処理のプロフェッショナル 栗山和弥氏。Photoshopはバー

ジョン  3 .0から愛用。レイヤーとトーンカーブを自在に操りなが

ら作り出すリアルでハイクオリティな作品は、どれもがレタッチ

の領域をはるかに超えるもの。グラフィック業界のトップクリエー

ターたちからの指名も後を絶たない。そんな栗山氏の、独自の

Phtoshop CS2活用術について話を伺った。

Photoshop CS2にはまだまだ知らない 

機能がたくさん隠れている。 

使いながらそれらを見つけ出すのが1つの楽しみでもある



Photoshop CS2を導入された経緯はー

僕はわりと新しい物好きなので、発売と同時にあ

まりためらうこともなくすぐに購入しました。これ

までもそうだったんですが、Photoshopはバー
ジョン毎の互換性の問題もありませんし、インタ

フェイスや操作性もずっと一緒なので、違和感な

く始められます。バージョンアップして良くなるこ

とはあっても、悪くなることはほとんどありません

からね。

新機能の情報は、どのようなものから
得られますかー

僕の場合、レイヤーとトーンカーブ、それと色

相・彩度があれば、たいがいのことはできてし

まうので、それさえちゃんと動けば合格なんです。

だから購入する前にカタログを見たり、体験版な

どで検証するといったことはしません。最近では、

マニュアルもほとんど見なくなりましたね。

それはPhotoshopの操作を熟知している
からですかー

Photoshopに正解はないんです。それは、使う人
それぞれが決めることであって、マニュアル通りに

やればすべての人が上手にできるわけでもありま

せん。そういった意味では、まだまだ知らない機

能はたくさんありますし、知らずに損をしているこ

ともあると思います。でも使っているうちに、そう

いった機能を見つけ出していくのが、1つの楽しみ
でもあるんですよ。カタログやマニュアルにのって

いない機能を見つける時だってありますし。

実際の旗を下絵にして、布のゆがみ
具合を直感的にコントロール

Photoshop CS2でもそういった
発見はありましたかー

実はこの前、レイヤー画像に対して自由変形を行っ

ている最中に、不透明度を調整できることに気づき

ました。今までは「適用」するまで何もできませんで

したよね。これは、下のレイヤーを見ながら位置を

合わせたい時など、すごく便利です。

他に気に入った機能はありますかー

「ワープ」ですね。とにかくスピードが速い。ちょっと

した変形であれば、「ゆがみ」を使うよりもはるか

に効率的です。たとえば、スキャナに入りきらない

大判サイズの原稿を取り込む際、分割でスキャン

して、後でつなぎ合わせるんですが、ぴったりくるこ

とはまずありません。そんな場合、「ワープ」を使っ

てつなぎ目の部分をサッとゆがませるだけで、簡単

につじつまが合わせられます。ベジェに沿って変形

されるのが「ゆがみ」よりも滑らかにゆがませるこ

とができます。画面いっぱいにプレビューを見な

がら、カンバス上で直接コントロールできるのが

いいですね。

それから、化粧品の広告写真を手掛けた時の話な

んですが、人物を魚眼レンズ風に湾曲させて撮影し

たんです。ところが思ったような写真が上がらず、ク

ライアントからもNGが出てしまい、再撮しかない
という結論になりました。

・ワープ 

 曲げる、めくる、ゆがめるといった画像の変形を、プリセット
を適用したり、あるいはカンバス上で直接ドラッグしながら
行えます

左右別々のレイヤーが配置され
た画像をいったん縮小し、再び
拡大。通常レイヤー（右）は画
像が劣化しているのに対し、ス
マートオブジェクト化されたレ
イヤー（左）は元の画質を保持
している

・スマートオブジェクト 

 スマートオブジェクトを使用すれば、読み込んだビットマップ画像やベクトル
グラフィックを劣化させることなく、拡大縮小、回転、変形することができます。
Adobe Illustrator® で作成した高解像度ベクトルデータをそのままPhotoshop 

上で編集することも可能です。



時間もコストもなかったので、Photoshopで何とか
ならないかと思い、半分あきらめ気分で「ワープ」を

試してみたんです。プリセットにある「膨張」を試し

たところ、思いもよらずいい感じに仕上がり、これ

にはアートディレクターも驚いてました。結局クライ

アントからもOKが出て、再撮を免れたというエピ
ソードがあります。クライアントには再撮したことに

なっているので、けっして名前は出せませんが（笑）。

レイヤーの操作に関してはどうでしょうー

レイヤーの操作はバージョンを重ねるたびに良く

なっていますね。レイヤーセットが作れるように

なってすいぶん効率的になりましたし、今回の新

機能である複数レイヤーの扱いも、カンバス上に

多くのレイヤー画像を配置する人にとっては待ち

望んでいた機能だと思います。レイヤーに関して

言うと、スマートオブジェクトが興味深い。まだ実

際に仕事で使ったことはないんですが、元画像の画

質を保持できるというのは大きなメリット。この利

点を生かして、縮小・拡大の他にも活用範囲がもっ

と広がれば、合成作業に欠かせないツールになるで

しょうね。

レイヤーをグループ化しなくても、カンバス上で複数の
レイヤーを選択し、一括して移動などの操作が行える

最後に、今後Photoshopに求めることはー

Photoshopのおかげで、レタッチという分野が、日
本でもだいぶ浸透してきました。レタッチされた

ものと、そうでないものとでは明らかにクオリティ

が違うということが認識されてきたんでしょうね。

Photoshopもどんどん使いやすくなっていますし、
レタッチャーとして仕事をする人が今後ますます

増えると思います。そうなると、僕らの仕事にも今

まで以上のクオリティが求められるようになるで

しょう。ただ、Photoshopを使えば何でもできる
というわけではないし、自然とクオリティが上が

るわけでもありません。いい絵をつくるためには

どうすればいいか、どうしたらクオリティが良くな

るかを自分なりに追求することが大切。自分の

中でイメージができ上がれば、後はPhotoshop
を使って大抵のことは具体化できるんです。　

だから、Photoshopに何かを求めるというよりも、
逆にPhotoshopの能力をもっと引き出してあげ
る、そういう使い方をしたいですね。Photoshop
には、まだまだ使ったことのないすばらしい機能

がたくさん隠れているわけですから。

" 何が作りたいか、どうやったら作れるか、自分なりに

イメージすることが大切。あとは、Photoshopを

使って大抵のことはできる"
・複数レイヤーの選択・操作 

 カンバス上で直接クリック&ドラッグを行い、どのレイヤー
にあるオブジェクトでも直感的に選択、移動、変形、グルー
プ化することができます
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